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１ 訓練の概要 
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（１）目 的 

国民保護法に基づき、国、地方公共団体、その他関係機関及び地域住民が一体と

なった共同の実動訓練を実施し、関係機関の機能確認及び関係機関相互の連携強化

を図るとともに、国民の保護のための措置に対する国民の理解の促進を図る。 

 

（２）実施日時 

平成２４年１１月２０日（火）１０：４０ ～ １４：００ 

 

（３）想 定 

ＪＲ山形駅に到着した電車内及びホームにおいて、化学剤（サリン）が散布さ

れ、多数の死傷者が発生する。その後、犯行グループは、駅に隣接するビルの爆破

を予告する。 

 

（４）主な訓練実施場所 

  ア ＪＲ山形駅 

   （山形市香澄町１丁目１番１号） 

・初動対処訓練（避難誘導、救出・救助等） 

・除染、応急救護訓練 

    ・被災者搬送訓練 

   ・現地調整所運営訓練 

 

 

  イ 霞城セントラル 

   （山形市城南町１丁目１番１号） 

    ・避難訓練 

 

 

 

 

 

  ウ 山形大学医学部附属病院 

   （山形市飯田西２丁目２番２号） 

 ・被災者（化学剤曝露者）受入訓練 

   ・医療救護訓練 

・遺族支援訓練 
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  エ 山形県立中央病院 

   （山形市大字青柳１８００番地） 

    ・被災者（化学剤曝露者）受入訓練 

・医療救護訓練 

 

 

 

 

オ 篠田総合病院 

 （山形市桜町２番６８号） 

   ・被災者（化学剤曝露者）受入訓練 

 ・医療救護訓練 

 

 

 

 

カ 山形県体育館 

 （山形市霞城町１番２号） 

・救援訓練（避難所運営訓練等） 

 

 

 

 

  キ 山形県庁 

   （山形市松波２丁目８番１号） 

・通信訓練（テレビ会議） 

・合同対策協議会運営訓練 

 

 

 

 

  ク 総理大臣官邸 

   （千代田区永田町２丁目３番１号） 

・通信訓練（テレビ会議） 
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図１ 主な訓練実施場所の配置 

山形県立中央病院 
・被災者（化学剤曝露者）受入訓練 
・医療救護訓練 

山形県庁 
・通信訓練（テレビ会議） 
・合同対策協議会運営訓練 

山形県体育館 
・救援訓練（避難所運営訓練等） 
 

篠田総合病院 
・被災者（化学剤曝露者）受入訓練 
・医療救護訓練 
 

霞城セントラル 
・避難訓練 
 

ＪＲ山形駅 
・初動対処訓練 
・除染・応急救護訓練 
・被災者搬送訓練 
・現地調整所運営訓練 

地図使用承認Ⓒ昭文社第５４G０２８号 

Ｈ 

山形大学医学部附属病院 
・被災者（化学剤曝露者）受入訓練 
・医療救護訓練 
・遺族支援訓練 
 

地図使用承認Ⓒ昭文社第５４G０２８号 
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（５）各サイトにおける訓練項目 

ア ＪＲ山形駅等 

（ア） 初動対処訓練 

・ゾーニング 

・被災者の避難誘導、救出・救助 

・鉄道事業者による初動措置 

（イ） 除染・応急救護訓練 

・除染前トリアージ 

・除染処置(乾式・湿式除染) 

・搬送トリアージ（解剖学的、生理学的トリアージ） 

    ・救護処置 

（ウ）被災者搬送訓練 

・ヘリ搬送 

・救急搬送 

・バス搬送 

（エ）現地調整所運営訓練 

（オ）避難訓練（※霞城セントラルで実施） 

イ 医療機関 

（ア）被災者受入訓練 

・被災者（化学剤曝露者）の受入準備 

・被災者（化学剤曝露者）の収容 

（イ）医療救護訓練 

（ウ）遺族支援訓練（※山形大学医学部附属病院で実施） 

ウ 山形県体育館 

救援訓練 

・避難所運営訓練 

・安否情報収集 

・メンタルヘルスへの配慮 

・炊き出し 

エ 山形県庁 

（ア）総理大臣官邸との通信訓練（テレビ会議） 

（イ）合同対策協議会運営訓練 
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（６）参加機関等 

  ア 主 催 

    内閣官房、山形県、山形市 

  イ 地方公共団体 

    宮城県 

ウ 指定行政機関 

    警察庁、消防庁、厚生労働省、国土交通省、防衛省 

  エ 指定地方行政機関 

    東北管区警察局、東北運輸局、仙台管区気象台 

  オ 指定公共機関 

    東日本旅客鉄道株式会社、日本赤十字社山形県支部 

  カ 指定地方公共機関 

    山交バス株式会社 

  キ 警 察 

    山形県警察 

  ク 消 防 

    山形市消防本部、上山市消防本部、天童市消防本部、西村山広域行政事務組合

消防本部、村山市消防本部、東根市消防本部、山形市消防団 

ケ 自衛隊 

     陸上自衛隊（東北方面隊第６師団）、自衛隊山形地方協力本部 

  コ 医療機関 

    山形大学医学部附属病院、山形県立中央病院、篠田総合病院、山形市立病院済

生館、山形済生病院、北村山公立病院、山形県立新庄病院、公立置賜総合病院、

日本海総合病院 

  サ その他関係機関等 

    山形病院附属看護学校、山形市立病院済生館高等看護学院、山形厚生看護学校、   

篠田看護専門学校、山形県隊友会、霞城セントラル、山形市食生活改善推進協議

会、株式会社山形学校給食サービス、公益財団法人日本中毒情報センター 
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（７）訓練評価 

   下記体制により、外部有識者による評価を実施する。 

  ＜委員長＞ 大阪府立急性期・総合医療センター       吉 岡 敏 治 

  ＜委 員＞ 水戸市市民環境部地域安全課危機管理室     石 田 宏 一 

  ＜委 員＞ 陸上自衛隊化学学校研究部教育研究課      及 川 禎 之 

＜委 員＞ 東北大学病院高度救命救急センター       久志本 成 樹 

＜委 員＞ 岩手県総務部総合防災室            越 野 修 三 

＜委 員＞ 日本医科大学付属病院高度救命救急センター   布 施   明 

＜委 員＞ 東京消防庁警防部特殊災害課            田 義 実 

 

（敬称略五十音順） 

吉
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（８）国民保護研修会 

   国民保護について一層の理解を促進するとともに、今回の訓練の円滑な実施及び

訓練参加機関相互の認識の共通化、訓練効果の増大等を図ることを目的として、訓

練実施前の平成２４年１１月９日（金）に山形県山形市（山形県生涯学習センター

「遊学館」）で国民保護研修会を開催。 
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２ 訓練の流れ（シナリオ） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【用語の定義】 

赤タグ：緊急治療が必要な重症患者（緊急治療群） 

黄タグ：入院を要する中等症の患者（準緊急治療群） 

緑タグ：入院を要しない軽症の患者（非緊急治療群） 

黒タグ：災害による死者 

被災者：災害に遭った者（化学剤非曝露者も含む） 
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表１ 訓練全体の流れ 

時間 発災現場等 医療機関 県庁・市役所 政 府 

1040 

 

 

 

 

 

 

 

1110 

 

 

 

 

 

 

 

 

1140 

 

 

 

1210 

 

 

 

1240 

 

 

 

1310 

 

 

 

1340 

 

 

 

1400 

山形駅５番線ホームに到着した電

車内等でサリン散布事案発生 

鉄道事業者等による初動措置 

消防、警察によりＮＢＣ簡易検知 

ゾーニング 

被災者の救出・救助開始 

除染前トリアージ 

 

現地調整所開設 

被災者の除染開始 

ＤＭＡＴ順次到着 

搬送トリアージ、応急処置開始 

赤タグ・黄タグの救急搬送開始 

赤タグのヘリ搬送開始 

避難所設置 

避難所への緑タグ等の搬送開始 

駅構内の除染開始 

 

駅構内の除染完了 

霞城セントラルに爆破予告 

 

 

霞城セントラル在館者の避難開始 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

被災者受入準備 

 

 

 

 

 

 

 

被災者順次受入 

医療処置 

 

 

県危機対策本部設

置 

市緊急事態連絡室

設置 

自衛隊に災害派遣

要請 

関係機関に応援要

請 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緊急対処事態対策

本部設置 

 

 

 

 

 

テレビ会議 

合同対策協議会へ

の参加 

 

 

 

官邸対策室設置 

緊急参集チーム招集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安全保障会議 

臨時閣議 

緊急対処事態の認定 

緊急対処事態対策本部

設置 

 

 

 

 

 

テレビ会議 

合同対策協議会開催 

 

青字は仮想の動きで、実動による訓練は実施しない。 
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コラム：ＮＢＣ（ＣＢＲＮＥ）と国民保護 

ＮＢＣとは、「Ｎ：Nuclear、核兵器や放射性物質」、「Ｂ：Biological、細菌やウイル

スを使った生物剤」、「Ｃ：Chemical、危険な化学物質である化学剤」の３つを総称した

言い方です。 

ＮＢＣ兵器使用の歴史は古く、遡れば、紀元前４２３年のペロポネソス戦争で、スパ

ルタの同盟軍がアテネ軍の要塞に対して、火のついたナフサ、硫黄、松ヤニの煙を城壁

の亀裂から注ぎ込み、占領に成功したとされています。硫黄が燃える際に発生する亜硫

酸ガスを使った毒ガス兵器のはしりで、その後もＮＢＣ剤が戦場などで使われてきまし

た。 

我が国は、「Ｎ」に関しては、広島・長崎の原子爆弾投下、第五福竜丸事件を経験して

います。「Ｂ」に関しては、一連のオウム真理教による生物剤テロ未遂事件があり、「Ｃ」

に関しては、松本・地下鉄サリン事件で化学兵器であるサリンが使用され、多くの被害

者を出しました。このように、我が国は、ＮＢＣの全てについて被害あるいは被害に遭

う危険にさらされた経験を有する、世界でも数少ない国の一つです。 

こうした事情も踏まえ、2004 年に「武力攻撃事態等における国民の保護のための措置

に関する法律（国民保護法）」が制定され、戦争のような「武力攻撃事態」やＮＢＣ剤を

使ったものを含む大規模テロのような「緊急対処事態」において、国、地方公共団体を

はじめとする関係機関が連携して、国民を保護する体制が整備されることになりました。 

世界的なテロの統計によると、爆弾等によるテロの頻度が最も高いので、最近では、

ＣＢＲＮＥ（Ｃ：Chemical、Ｂ：Biological、Ｒ：Radioactive、Ｎ：Nuclear、Ｅ：Explosive） 

と全てをまとめた言い方をされるようにもなってきました。もちろん、国民保護法は、

これらの全てに対応する法律です。 

我が国では、爆弾テロの発生は未然に防がれていますが、一方で、医学面での爆傷（爆

発による身体的な損傷）への対応については、諸外国と比較して必ずしも進んでいるわ

けではないという面もあります。爆傷は、爆弾テロのみならず、東京・渋谷の温泉施設

爆発事故のような事故においても対応が必要となり得るものです。 

こうした中、2010 年、我が国の救急医・外傷外科医が中心となり日本爆傷研究会が設

立され、爆傷医療に対する啓発・教育、爆傷診療指針の確立、訓練等の事前準備支援、

爆傷に関する基礎研究などの取組みが進められています。この研究会の成果として、「フ

ァーストレスポンダー（初動対応要員）のための爆傷サバイバルカード」、「爆傷サバ

イバルカード」（医療従事者向け）及び「爆傷初期診療録」が既に公表されており、爆

弾テロを想定した国民保護訓練においても活用されています。これらの資料は、「内閣

官房国民保護ポータルサイト」（http://www.kokuminhogo.go.jp/shiryou/index.html）

から自由にダウンロードできます。また、同サイトには、ＮＢＣ剤への対応はもちろん、

国民保護に関する様々な資料を掲載しておりますので、有効に活用されることが期待さ

れます。 
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３ 各サイトにおける訓練内容等 
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（１）ＪＲ山形駅等における訓練（表２参照） 

ア 初動対処訓練 

 ・ゾーニング 

  防護措置のレベルに応じて、駅内外に危険区域（ホットゾーン）、準危険区域（ウ

ォームゾーン）及び警戒区域（コールドゾーン）を設定する。 

・被災者の避難誘導、救出・救助 

 被災者の避難誘導及び救出・救助を実施する。 

・鉄道事業者による初動措置 

 発災直後の初期対応として、鉄道事業者が被災者の誘導等を実施する。 

イ 除染・応急救護訓練 

 ・除染前トリアージ 

 化学剤の付着状況により、除染方法を決定する。 

・除染処置(乾式・湿式除染) 

 除染エリアを設置し、衣服や体表に付着した化学剤を乾式除染（脱衣、清拭）

又は湿式除染（洗浄）により除去する。 

・搬送トリアージ（解剖学的、生理学的トリアージ） 

 現場救護所の体制等を踏まえ、トリアージポストにおいて患者の搬送の順位付

けを行う。 

・救護処置 

  現場救護所において、呼吸・気道の安定維持、痙攣管理などを目的に応急処置

を行う。 

ウ 被災者搬送訓練 

 ・ヘリ搬送 

  被災者（赤タグ）を発災現場近傍の臨時ヘリポートから県内災害拠点病院へ搬

送する。 

・救急搬送 

 被災者（赤タグ及び黄タグ）を救急車により、臨時ヘリポート又は医療機関へ

搬送する。 

・バス搬送 

被災者（緑タグ及び非曝露者）を指定地方公共機関のバスにより避難所へ搬送

する。 

エ 現地調整所運営訓練 

  関係機関（山形県、山形市、警察、消防、自衛隊、ＤＭＡＴ、ＪＲ東日本）の

活動調整を行うため、現地調整所を設置・運営する 

オ 避難訓練（※霞城セントラルで実施） 

    霞城セントラル爆破予告に伴い、在館者の徒歩による避難を実施するとともに、

避難終了後、県警による爆発物の検索を実施する。 
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 表２ ＪＲ山形駅等における訓練の流れ 

時刻 行動等 

1040 

 

 

 

 

 

1110 

 

 

 

 

 

 

 

1140 

 

 

 

1210 

 

 

1240 

 

 

1310 

山形駅５番線ホームに到着した電車内等でサリン散布事案発生 

鉄道事業者等による初動措置（通報、構内放送、西口駅前広場への避難誘導） 

消防、警察による対応開始（ＮＢＣ簡易検知、避難誘導、立入禁止措置等） 

ゾーニング 

被災者の救出・救助開始 

除染前トリアージ 

現地調整所開設 

被災者の除染開始 

ＤＭＡＴ順次到着 

搬送トリアージ、応急処置開始 

被災者（赤タグ・黄タグ）の救急搬送開始 

被災者（赤タグ）のヘリ搬送開始 

自衛隊、消防による駅構内の除染開始 

避難所への被災者（緑タグ・非曝露者）のバス搬送開始 

 

駅構内の除染完了 

霞城セントラルに爆破予告 

 

 

霞城セントラル在館者の徒歩による避難開始 

 

 

 

 

訓練終了 
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図２ ＪＲ山形駅等における活動図（全体図） 

 

 

図３ ＪＲ山形駅等における活動図（駅ホーム） 



 

 

 

図４ ＪＲ山形駅等における活動図（駅改札口・自由通路） 

 

 

図５ ＪＲ山形駅等における活動図（西口駅前広場） 



 

 

 

図６ ＪＲ山形駅等における活動図（ヘリによる被災者搬送等）  
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【参考】訓練イメージ（これまでに実施された訓練の記録写真） 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＮＢＣの検知（Ｈ２１ 徳島） 

 

 

 

 

 

 

 

 

重症者の救出（Ｈ２０ 長野） 

 

 

 

 

 

 

 

 

現場での応急処置（Ｈ２３ 長崎） 

 

 

 

 

 

 

 

 

エリア除染（Ｈ２０ 長野） 

 

 

 

 

 

 

 

 

発災現場への進入（Ｈ２２ 茨城） 

 

 

 

 

 

 

 

 

除染（Ｈ２１ 兵庫） 

 

 

 

 

 

 

 

 

重症者のヘリ搬送（Ｈ２３ 長崎） 

 

 

 

 

 

 

 

 

現地調整所（Ｈ２２ 熊本） 
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コラム：化学剤災害におけるゾーニングと除染前トリアージ 

化学剤災害対応については、隊員の安全確保と効率的な活動を展開することを基本原則と

し、①隊員の身体防護、②原因物質の特定及び測定、③関係機関との密接な連携、④二次災

害の防止を図ることとされています。今回の訓練は、不特定多数の利用者が行き交う鉄道駅

が発災現場となり、被災者に対して活動部隊の活動資源（人員、資機材等）が劣勢な状況で

の対処が求められます。ここでは、危険区域等の設定（以下「ゾーニング」という。）や除

染のためのトリアージ（以下「除染前トリアージ」という。）について説明します。 

１ ゾーニング 

多数の被災者などにより現場が混乱

している場合は、早期に現場統制するた

め、簡易検知結果に先行して安全側の判

断として、被災者が倒れている範囲を危

険区域とし、被災者の移動等に伴い汚染

が拡大する可能性のある区域を準危険

区域として汚染管理します。 

今回の訓練は、駅ホームで化学剤が散

布された想定ですが、隣接する駅ビル

は、化学剤を曝露した人が逃げ込む可能性があることから準危険区域とします。被災者の誘

導・搬送については、重症群と軽症群の動線を重ねないことを原則に、活動体制を早期に確

立します。簡易検知結果はゾーニングの見直しに反映します。 

２ 除染前トリアージ 

除染前トリアージは化学剤災害対応

の成否を左右します。防護衣を着装し

た隊員が、不安を抱える被災者と接触

するなど落ち着かせ、曝露の程度を選

別し、各除染エリアに誘導することが

ポイントです。倒れている被災者は、

迅速に搬送し、高濃度曝露時間をでき

る限り短くすることが求められます。

これは、活動隊員の負担軽減とともに、

化学剤の直接曝露痕などの視認による

除染前トリアージにも有効です。 

３ 更なる経験の蓄積 

被災者の動線を整理し、救助活動を効率的に行うために、現場に合わせた工夫が必要とな

ります。特に化学剤災害においては、ゾーニングと除染前トリアージは初動対処の要であり、

 訓練を通じて経験を重ねることが重要です。

 

 

 

初動期の除染前トリアージに関する整理

除染前トリアージの目的：除染の方法及び緊急度の選別

レベルＡとＢ

レベルＢとＣ

活動部隊の防護レベル

除染後トリアージ、搬送

被 災 者

自 力 歩 行 の 可 否

剤の視認（付着） 剤の視認（付着）

乾式
除染

救 助避難誘導

湿式
除染

湿式
除染

乾式
除染

有無有無

④ ③ ② ①緊急優先度

準危険区域活動

隊員による判断

ＪＲによる初動対応

否可

 

ゾーニングの考え方

危険区域（ホットゾーン）

原則は、検知資機材の反応があった場所、風向を考慮して設定するが、初動時は、倒
れている人、うずくまっている人を判断の目安として設定する。

準危険区域（ウォームゾーン）

曝露者が集結する場所や除染場所を考慮して設定するが、初動時は、歩行可能曝露
者を判断の目安として設定する。

警戒区域（コールドゾーン）

原則は、警察機関と連携して設定する。除染後のトリアージ場所や現場救護所、救急
車の動線を考慮して必要範囲を確保する。



 

 

（２）医療機関における訓練（表３参照） 

ア 被災者受入訓練 

・被災者（化学剤曝露者）の受入準備 

 多数の被災者に対応する医師及び医療スタッフの確保・配置、医療資機材等の

事前準備を行う。 

・被災者（化学剤曝露者）の収容 

 ヘリ又は救急車により順次搬送される被災者の収容を実施する。 

イ 医療救護訓練 

 収容された被災者に対し、医療処置を実施する。 

  ウ 遺族支援訓練（※山形大学医学部附属病院で実施） 

県警犯罪被害者支援室員、医師等による遺族対応（グリーフケア）を行う。 

 

表３ 医療機関における訓練の流れ 

時刻 行動等 

1040 

 

 

 

1110 

 

 

 

1140 

 

 

 

1210 

 

 

 

1240 

 

 

 

1310 

山形駅５番線ホームに到着した電車内等でサリン散布事案発生 

 

患者受入準備開始 

 

 

 

 

ヘリ搬送された被災者（赤タグ）及び救急搬送された被災者（赤タグ・黄タグ）

順次到着、収容・医療処置を実施≪山形県立中央病院≫ 

救急搬送された被災者（赤タグ・黄タグ）順次到着、収容・医療処置を実施≪山

形大学医学部附属病院≫ 

救急搬送された被災者（黄タグ）順次到着、収容・医療処置を実施≪篠田総合病

院≫ 

その他の被災者（赤タグ・黄タグ）は県内災害拠点病院等に順次収容・医療処置 

 

 

遺体安置所・遺族対応室の設置、検視・遺族対応（グリーフケア）実施≪山形大

学医学部附属病院≫ 

 

 

 

 

訓練終了 

青字は仮想の動きで、実動による訓練は実施しない。 
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図７ 山形大学医学部附属病院における活動図 

 

 

図８ 山形県立中央病院における活動図 



 

 

 
図９ 篠田総合病院における活動図 

 

【参考】訓練イメージ（これまでに実施された訓練の記録写真） 

 

 

 

 

 

 

 

 

病院での受入（Ｈ２２ 熊本） 

 

 

 

 

 

 

 

 

病院での医療処置（Ｈ２１ 兵庫） 

 

 

 

 

 

 

 

 

病院での受入（Ｈ２３ 長崎） 

 

 

 

 

 

 

 

 

病院での医療処置（Ｈ２１ 徳島） 



 

 

（３）山形県体育館における訓練（表４参照） 

救援訓練 

・避難所運営訓練 

被災者及び避難者を収容する避難所（医療救護所含む）の設営・運営を行う。 

・安否情報収集 

被災者及び避難者の安否情報を収集し、安否情報システムに入力を行う。 

・メンタルヘルスへの配慮 

心理学的情報提供としてのチラシ配布、医療チームによる問診、健康相談等を

行う。 

・炊き出し 

炊き出し（ごはん、芋煮）の調理及び食事提供を行う。 

 

表４ 山形県体育館における訓練の流れ 

時刻 行動等 

1040 

 

 

1110 

 

 

 

1140 

 

 

 

1210 

 

 

1240 

 

 

1310 

 

 

1340 

山形駅５番線ホームに到着した電車内等でサリン散布事案発生 

 

 

 

避難所（医療救護所含む）の設置、山形市給食センターで調理開始 

順次、被災者（緑タグ・非曝露者）の受入れ 

安否情報収集、被災者（緑タグ）への医療救護活動 

 

 

霞城セントラルに爆破予告 

 

給食 

 

順次、爆破予告に伴う避難者の受入れ 

安否情報収集 

 

 

 

 

 

訓練終了 
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図１０ 山形県体育館における活動図 
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【参考】訓練イメージ（これまでに実施された訓練の記録写真） 

被災者の受付（Ｈ２２ 茨城） 

避難した被災者（Ｈ２２ 熊本） 

避難所での医療救護（Ｈ２３ 長崎） 

安否情報の収集（Ｈ２３ 長崎） 

炊き出し（Ｈ２３ 長崎） 
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避難した被災者（Ｈ２３ 長崎） 



 

 

（４）山形県庁における訓練 

ア 通信訓練（テレビ会議） 

総理大臣官邸とテレビ会議システムにより接続し、協議・情報共有を行う。 

イ 合同対策協議会運営訓練 

政府、山形県、山形市及び関係機関等による合同対策協議会を開催し、今後の

対応課題等について、協議・情報共有を行う。 

 

 

【参考】訓練イメージ（これまでに実施された訓練の記録写真） 

 

 

 

 

 

 

 

 

テレビ会議（Ｈ２２ 茨城） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 合同対策協議会（Ｈ２２ 熊本） 

 

 

 

 

 

 

 

 

テレビ会議（Ｈ２３ 長崎） 

 

 

 

 

 

 

 

 

合同対策協議会（Ｈ２３ 長崎） 

 

  

27



参考１ 過去に実施した国民保護共同実動訓練について 

（１）長崎県国民保護共同実動訓練（平成２３年度） 

  ア 主催者 

内閣官房、長崎県、大村市 

  イ 実施年月日 

平成２４年１月２９日（日） 

  ウ 訓練想定 

長崎空港ターミナルビル２階において、国籍不明の武装グループによる爆弾テロ

が発生し、国際線ターミナル周辺にいた利用客等に多数の死傷者が発生する。 

ほぼ同時に箕島大橋においても爆発事案が発生し、橋梁が破損したため長崎空港

は海上に孤立状態となる。 

空港関係者による担架搬送 指定地方公共機関による被災者搬送 

トリアージ後の応急救護 避難所における入国手続 

現地調整所 テレビ会議 
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（２）茨城県国民保護共同実動訓練（平成２２年度） 

  ア 主催者 

内閣官房、茨城県、水戸市 

  イ 実施年月日 

平成２３年１月３０日（日） 

  ウ 訓練想定 

茨城県三の丸庁舎（水戸市）内において、放射性物質（セシウム１３７）を含

んだ爆発物が爆発し、庁舎内外にいた市民が被災する。 

発災場所からの退避 救出・救助活動 

医療救護活動 現地調整所 

病院での医療処置 合同対策協議会 
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（３）熊本県国民保護共同実動訓練（平成２２年度） 

  ア 主催者 

    内閣官房、熊本県、熊本市 

  イ 実施年月日 

    平成２２年１０月２日（土） 

  ウ 訓練想定 

    ＫＫウィング（熊本県民総合運動公園陸上競技場）において、国籍不明のテロ 

   グループによる爆弾テロ事案が発生し、多数の死傷者が発生する。次いで、熊本 

   交通センターで爆発物が発見される。 

 

 

 

 

 

 

 

被災者の救出救護 

 

 

 

 

 

 

 

現場での医療処置 

 

 

 

 

 

 

 

爆発物の処理 

 

 

 

 

 

 

 

負傷者救急搬送 

 

 

 

 

 

 

 

病院での受入 

 

 

 

 

 

 

 

 

合同対策協議会 
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参考２ 国民保護あれこれ 
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参考３ 国民保護ポータルサイト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポータルサイト画面 トップページ 

 

 

 

 

内閣官房 国民保護ポータルサイト
Cabinet Secretariat Civil Protection Portal Site
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武力攻撃やテロなどから身を守るために

知っておこう、備えておこう。

http://www.kokuminhogo.go.jp




